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地 区 目 標

クラブテーマ

ロータリーに夢をもって行動しましょう！！

想像から行動へ～優しさ溢れる出会い（DEI）のクラブ～

◆点鐘：市村　清勝 会長 ◆ロータリーソング：なし
◆司会：　　 ◆完全 Zoom 例会

第2955回例会 令和４年９月12日（月）

　次回９月26日の例会からは、通常
例会を基本にし、どうしても出られな
い人だけZoom参加をいただくという
ふうに検討しています。ぜひ皆さんの
ご協力をお願いしたいと思います。
　今日は、ガリレオ・ガリレイの魅力
というのをお話をしたいと思います。

ガリレオ好きの私は、『ガリレオＸ』を予約をして毎週見
ています。先週の『ガリレオＸ』は太陽の黒点、フレア現
象が地球に及ぼす影響を
話題にしておりました。
ガリレオは、これまでの
天動説を覆して地動説を
提唱します。ガリレオは
1616年に宗教裁判にか
けられて、この時のロー
マ教皇は「今後、地動説
を唱えないように」とガ
リレオに命令して、その彼を自宅軟禁の終身刑にします。
でもガリレオは考えを変えることなく、「それでも地球は
回っている」と言ったことはあまりにも有名であります。
　ガリレオは自由落下の法則も発見しています。紀元前の
ギリシャ時代のなんでも万能学者アリストテレスは、重い
ものが軽いものよりも速く落ちると言っていました。「嘘
だろ」とガリレオは言ったはずです。
　ピサ大学に行っていたガリレオは、有名なピサの斜塔で
実験をします。私もここに登ったことがあるのですが、か
なり傾いていて中途半端じゃなく怖いです。そしてガリレ
オはとても簡単な実験をします。重さの違う２つの鉛玉を
落とすだけ。鉛の球を使ったのは、空気抵抗ができるだけ
無視できる。そういう比重の重いものを使ったというふう
に聞いています。

　ガリレオは、何で
も自分で経験して、
見たものしか信じて
いませんでした。な
んと天体望遠鏡を自
作して、月のクレー
ターやそういうもの
もスケッチしていま
すし、太陽の黒点も

見ていたようです。金星の満ち欠けもはっきりしているの
で地球が回っているということを確信していたみたいで
す。ガリレオは自分の目で見ています。彼は経験こそが一
番の教育者だと言っています。だから終身刑が確定しても、
彼は「それでも地球は回っている」とつぶやいて死んでい
ます。
　1992年、ガリレオの死から350年経ってローマ教皇ヨ
ハネ・パウロ2世はガリレオに謝罪をしました。ヨハネ・
パウロ2世、かわいいとこあるね、というお話です。

●今年の目玉であります蔵王トドマツ変更例会が延期され
ておりましたが、10月８日に正式に決定いたしました。
ふるっての皆さまの参加をお願いいたします。

●年次計画書と会員名簿でありますが、26日の例会で皆
さまにお渡しできると思います。。

●11月13日日曜日、2800地区の地区大会がございます。
会場は荘銀タクト鶴岡になりますので、大型バスを準備
したいと思っております。皆さまご参加いただきますよ
うよろしくお願いいたします。

●９月26日から通常の例会に戻してまいりたいと思って
おります。26日はおいしい食事を準備したいと思いま
すので、皆さん久しぶりにお会いしましょう。

幹事報告 安部　弘行  幹事

会長あいさつ 市村　清勝  会長

９月23日の球風会と10月２日の７ロータリーの親善ゴル
フコンペの参加申し込みが本日までとなっておりますの
で、まだの方、申し込んでいない方、忘れている方、よろ
しくお願いいたします。23日の球風会ですが、感染者が
減ってはいるもののまだ医療現場のひっ迫等ございますの
で、懇親会は予定はしていますが、状況によっては中止と
なる場合がございますので、ご理解のほどよろしくお願い
いたします。
すでに７ロータリーと球風会の両方にメールで参加の申し
込みをしていただいた方で、名前の記載が抜けておる方が
１名いらっしゃいました。念のためもう一度ご確認をよろ
しくお願いいたします。

職業交流委員会

委員会報告



　皆さん、こんにちは。山形西ロータリークラブの例
会、お呼びいただきまして誠にありがとうございます。
早速本県の移住・定住の現状と今後の展開につきまして
ご説明をさせていただきたいと思っております。
　まず、私どものセンターの設立の背景でございます。
設立の背景は山形県の人口の減少ということが大きな要
因になっているわけでございまして、年々人口が減って
きているのがお分かりになるかと思います。今現在、令
和４年の６月１日現在で104万5千人あまりでございま
すが、これからまたどんどんと人口が減ってきまして、
2045年には推計では80万人を下回る見通しになってい
ます。
　人口の減少の要因ですが、青いところが自然減少、そ
してオレンジのところが社会減少というふうな状況に
なっておりますけれども、私どもとしては、やはりこの
オレンジの部分、社会減少のところを、いかに移住者を
増やして社会的な転出超過を抑制していくことが大事か
ということを狙ってございまして、それによりまして私
どものセンターが設立されたところでございます。

　私どものセンターの概要をご説明申し上げますと、今
申し上げましたように人口減少が背景にあるわけでござ
いますが、今までですと県と市町村の両者によって、協
議会を作って移住対策を進めてきたわけですけれども、
センターを設立することによりまして、県、市町村、産
業界、大学等とオール山形で移住・定住推進を一体的に
展開するという目的で設立されたものでございます。
　令和２年４月に立ち上げ、２年間事業をしてまいりま
したが、移住者はどう変わってきたかという状況でござ
いますが、令和元年、センター設立前の状況は、43組
の72名というのが実態でございましたが、これが令和
３年度におきましては132組の264名というふうに移住
者が増えてきてございます。相談の状況でございます。
相談の状況は圧倒的に数が増えてきてまして、昨年度
は1,000件を超えるような相談件数になってございまし
て、この要素というのは何があるかというと、やはりコ
ロナというものがあるんだろうと思ってございます。コ

ロナに伴う生活様式の変化が、移住検討の要素になって
いるということが、やはり相談の内容から明らかになっ
てきている況でございます。
　移住先の状況につきましては、やっぱり人口の多いと
ころ、いわゆる村山地域が一番多くて、その次に庄内、
置賜、最上という順になってございますが、市町村別で
は鶴岡、山形の順に多くなってございますけれども、鶴
岡が多いのは、サイエンスパークに拠点があります企業
などへの就職、転職を機に移住されてきている方が多く
なっているという状況でございます。
　Ｕターンの方々が６割、Ｉターンの方々が４割という
ことで、山形県に知り合いでありますとか、それから生
まれが山形とか、そういう方々が多くなってきているの
が実情でございます。令和２年の４月から３年の10月
にかけて移住した方々へのアンケート調査でありますけ
れども、今回のコロナの感染拡大が移住に影響したのか
というアンケートで、影響があったという方が15％、
移住を前々から検討していたんだけれども今回の感染拡
大によって移住時期を早めたという方が３割という状況
になっています。
　私どもの事業につきましてご説明を申し上げたいと思
います。今年度の私どもの目標でございますけれども、
３つございまして、センターを通じた県外からの移住者
300名以上ということで、昨年度の実績が264名でござ
いますので、それを引き上げていきたいと思っておりま
す。
　２つ目が、山形に移住して、幸福感を持つ人の割合、
これを80％以上にしたいということで、これもアン
ケート調査をやりまして、昨年度68％と状況でありま
したので、これも高めていければなと思っております。
　それから3番目に、くらすべ山形の対応満足度につき
まして、やっぱり100％にしたいと思っているところで
ございまして、この目標を掲げて、６本の柱で事業を展
開したいと思っております。
　まず１つ目の柱でありますけれども、情報発信の強化
です。今まで情報発信もやってきましたけれども、行政
的な目線の情報発信だけではなくて、移住者目線、それ
から住んでいる方々の住民目線、こういう目線で情報を
発信していきたいと思ってございます。昨年度からくら
すべ山形移住応援団という方々を募集しておりまして、
その方々によって情報発信をしていただいている状況で
ございます。今年度は、情報発信の強化を行うために、
発信方法の実践講座でありますとか、今現在やっている
んですけれども、グランプリを定めていきたいというよ
うなことで、こういう取り組みによって発信力の強化を
図っていきたいところでございます。
　２つ目の柱が、移住相談コーディネート機能の強化で
す。通常、メールや電話でありますとか、それからオン
ラインで相談を受けているわけですけれども、待ちの姿
勢だけでなくていろんなところに出向いて相談をしてい
ければなと思っております。コロナの関係で昨年度まで
はできなかったわけですけれども、首都圏の県人会であ
りますとか、それから大学等での出張相談、移住ＰＲな
どもやっていきたいと思います。
　３つ目の柱が、移住希望者とのマッチングの強化で

会員卓話

駒林　雅彦 さん

［ふるさと山形移住・定住推進センター 専務理事］

移住・定住の現状と今後の展開



す。さまざまなイベントを実施して、今年６月にも
「オール山形移住・定住推進フォーラム」というイベン
トを実施しました。先輩移住者の方々から協力いただい
て、「山形県でこんな暮らしができていますよ」、「こう
いう支援制度がありますよ」という紹介をさせていただ
いております。
　４つ目の柱が、移住及び関係人口の創出・拡大でござ
います。これは県の事業と連携したものです。県で特に
「ヤマガタ移住・定住大学」なんかも今年度実施してお
りますので、そういった取り組みと連携して、いろいろ
移住施策の充実を図っていきたいと思います。
　５番目が定住・定着の推進。移住したはいいけれども
また出ていってしまうという方々も結構いらっしゃい
ますので、定住・定着をしっかりと進めていくことが大
事かなと思っております。一番下のところに「やまがた
移住ネットワーク」ということで、昨年11月にネット
ワークを立ち上げていただきました。この移住ネット
ワークというのは、下の点点のところに書いてございま
すが、目的といたしましては、移住者の孤立解消と移住
者と地域が一体として地域貢献をすること。そしてくら
すべ山形の施策への協力というふうなことが目的になっ
てございます。
　そういうことで、今までですと移住者の孤立解消のた
めにいろんなその取り組み、例えば今年も山の日の記念
登山なんかもやりましたけれども、移住者同士の取り組
みなんかをやってきておりますけれども、さらにグレー
ドアップして、地域の方々と活動するような取り組みを
今後進めていきたいというふうに思っているところでご
ざいます。

　６番目の効果的な事業展開でございますが、これにつ
きましてはいろいろと私どものセンターで事業をやるわ
けですけれども、その事業についての評価をやっぱりし
ていただく必要があるだろうということで、地域活動の
有識者でありますとか、先輩移住者などから私どもの活
動についてのご助言をいただきたいということで、懇談
会を昨年度から開催しているところでございます。今年
度も秋ぐらいに、懇談会を開催してご意見を頂戴してさ
らにいいものにしていきたいです。
　続きまして、今後の移住施策の展開はどう進めていく
べきかということでございます。
　１つ目でございますが、オール山形での移住者支援を
やっていくべきと思っておりまして、まず１つ目が、移

住者ネットワークの取り組みです。このネットワークと
地域住民が協力した地域活動へと発展させていくことが
大事だろうと思っています。これは10月1日に予定して
いるんですけれども、山形市の長谷堂にあります森林、
なかなか整備ができていないところを、住民の方々と移
住者のネットワークの方々が一緒になって整備をいたし
まして、それで子どもたちに木育の場を提供したいとい
う取り組みを今考えているところでして、ボランティア
も募集をしているところです。

　また、今移住してきた人、それからこれから移住を検
討している人、そういう方々に対して移住の推進と地域
全体で移住者を受け入れていくという理解の広がりを目
的とした、「やまがた暮らし応援カード」というものを
協賛店さんのご協力で発行しているところです。コロナ
の関係でご協力が難しかったんですけれども、ここにき
て一緒になって「支援していこうじゃないか」という動
きになってきております。９月１日現在の状況ですけれ
ども、65事業所、384店舗の方々が協力していただこ
とになりましたので、ぜひロータリークラブの会員の皆
さま方からもご協力をしていただければなと思っていま
す。よろしくお願い申し上げます。
　今後の展開の２つ目でございますが、これは移住・定
住促進によって、地域課題の解決をしていこうじゃない
かということです。１つの例ですけれども、朝日町のり
んごというのは品質が良くておいしいということで評判
ですけれども、朝日町長さんのお話によりますと、後継
ぎ問題があります。それから高齢化の問題もあります。
このまま何もしなければ20年後には朝日町のりんごの
産地はなくなっていくんじゃないかという危機感を持た
れております。そういうことで移住・定住を促進して、
なんとかこのりんごの産地を守っていこうという取り組
み、地域課題の解決を図っていきたいと思っておりま
す。この課題解決は我々のセンターも連携として参画
させていただいておりまして、今事業計画を練っている
ところでございます。１つは移住・就農・人材開拓を全
国公募して、全国から呼び寄せたいというふうに思って
ございます。また、樹園地の承継の事業ということで、
第三者に、今やっているりんご園の承継をぜひ仕組みと
してできたらなというふうに思ってございます。そうい
うことでりんご園を受け継ぐだけでなくて技術的なもの
でありますとか、それから販売先でありますとか、そう
いった面も含めて承継できるようなそういう仕組みを作
ろうというふうなことで今動いているところでございま
す。



本日出席（９／ 12）
会員総数 出席会員数

100名 56名（全員 Zoom参加）

　朝日町のりんごだけでなくて、さくらんぼにしても、
いろんなところで産地がありますけれども、それがこの
先本当に維持していけるかということで、真剣にやっぱ
り検討していかなければいけない時期になっているのか
なというふうに思っているところでございます。　
　今後の展開の３番目でございます。地域ぐるみで移住
者を支援していくというふうなことでございますが、
１から農業を始めるというのはなかなかハードルが高い
と思います。何も経験なし、何も機械もなし、そういう
状況の中で山形に来て農業を始めるというのは難しい。
やはり農地の確保でありますとか、それから技術的な問
題、それから経営的な勉強、集出荷、販売の問題、いろ
んな問題があります。それから機械を購入したり、住宅
を整備したり、アパートに住んで農業をするというのは
なかなか難しいと思います。やっぱりいろんな、選果で
きる場とかがないとできませんし、本県の農業を支える
人材確保のために、やっぱり移住者を呼び込んで、行政
と地域と一体となって必要な支援を行なっていくという
ことが非常に大事なことかなと思ってございます。
　今後の展開の５番目ということで、個人のライフスタ
イルや働き方に柔軟に対応できる移住促進ということで
ございます。これは県内の企業さん、特にいろいろと考
えていらっしゃるところだと思いますけれども、専門人
材の確保というのがなかなか難しくなってきている状況
でございます。県内の人だけでは確保できないというふ
うな状況になってきてございまして、じゃあこれをどう
いう形で確保していくかということでございますが、右
側の展開でございますが、専門人材を副業、あるいは兼
業という形で確保いたしまして、テレワークを活用して
さまざまなアドバイス等を受けながら企業さんの生産性
の向上、付加価値の向上につなげていくということが必
要かなというふうに思ってございます。同時に、兼業・
副業者の方々と山形県とのかかわりを進展させていくこ
とによって、やっぱり二地域居住につなげていくという
ことが大事なことかなというふうに思っているところで
ございます。それから、日本一の子育て環境の整備とい
うことで課題として書いてございますが、これは先ほど
のアンケートでもありましたようにやはり子育て環境の
整備というのは移住に大きな要素になってございます。

ですから、県や市町村が一生懸命になって子育ての支援
策を充実させているところでございますが、さらに充実
に努めていただいて、他県との差別化をアピールしてい
くということがやっぱり移住・定住の促進につながるこ
とだろうというふうに思っているところでございます。
　個人のライフスタイルや働き方に柔軟に対応できる移
住促進ということで、ワーケーションの推進というこ
とでここに書かせていただいております。ご案内のとお
り、ワーケーションというのはワークとバケーションを
合わせた造語でございますけれども、やはり自由度の高
い働き方が注目されている状況でございますので、県内
での受け入れについては関係人口の増加、それから移住
者の増加のきっかけにもなるというふうに思ってござい
ます。ぜひ受け入れ側としてＩＣＴ環境、セキュリティ
対策と併せまして企業などの利用する側のニーズを把握
して、ぜひトライアルイベントなどを通じてＰＲしてい
けばどうかなと思います。
　環境の整備推進ということでございます。これから人
口減少が進んできますと、やっぱり空き家問題というの
が大きくクローズアップされてくると思います。この空
き家対策をどういうふうにしていくのかということが大
事なことでございまして、我々のところにも相談にくる
のですけれども、やっぱり空き家バンクに登録されてい
る数が少ない状況でございまして、それを物件登録を、
それから宅建業者、自治会とも連携しながら増やしてい
くということが大事なことだろうというふうに思ってご
ざいます。
　最後でございますが、これは皆さま方にもお願いした
いことでございます。令和3年の転出超過者数、これが
約3,000人くらいいるのですけれども、そのうち女性が
多い。男性の1.7倍です。ですから女性の流出を止める
ことがやはり山形県の発展につながっていくことだとい
うふうに思ってございます。結婚、出産、子育て支援、
これまでやってきたことでございますけれども、これに
加えてやっぱり若い女性人材を獲得していくためには従
来の仕事のやり方を見直して、女性を惹きつける仕事づ
くりとキャリア支援というものがやっぱり重要だと思っ
ております。これはやっぱり企業の方にもご協力いただ
いて、女性を引き止めるような、流出しないような施策
を打っていくことが非常に大事なことだろうというふう
に思ってございます。
　いろいろとお話させていただきましたけれども、今日
お話した内容につきましては、やっぱりオール山形によ
る移住・定住の促進と地域の活性化に向けまして、ぜひ
皆さま方のお力をお貸しいただきながら、持続可能な山
形県というものを作っていきたいと、発展させていきた
いと思っておりますので、ぜひよろしくお願い申し上げ
ます。どうもありがとうございました。




